
 

 

５年生、６年生のみなさんへ。 
 

今週は、日本の伝とう「紋
もん

切りあそび」をやってみよう！ 
 

今回は低学年と中学年でも「紋
もん

切り遊び」をしょうかいしています。 

 

きょうみがある人は、ほかの学年のページも見てみてね！ 

 

 

 

 

 

 

ずこうしつから、こんにちは！！ 

〈 用意するもの 〉 

 

①  すきな色のおり紙 

②  はさみ 

③  型紙（いんさつして使ってね！） 

④  テープ 

⑤  分度器 



紋
もん

切りあそびとは？？ 

 

「紋切り遊び」は、紙を折り、型紙どおりに切り抜いて「紋」のかたちをつくるもので、 

寺子屋（むかしの学校）の教科書にものっていました。 

☆「紋」というのは、「もよう」のことだよ！☆ 

 

このころ、人びとは「紋」を着物やのれん、 

食器、手ぬぐいなどの、生活のいろいろな場面で使い、 

そのデザインを自由に工夫して遊んでいました。 

「紋」には、人びとの生活や歴史をきざんだ、 

おもしろくて美しいかたちがいっぱいあります。 

 

さぁ、わたしたちも「日本のかたち」で  

あそんでみよう！ 

 

 



 

①三つおりを作る。   もう一回半分におり、  分度器で、60度と    中心から印を通るように、 三つおりの 

まず、三角におる。   中心におり目をつける。 120度に印をつける。   3分の1ずつにおる。   できあがり！ 

 

 

 

 

  

☆おりがみの色がうちがわになるようにおる。 

 

②型紙を切りとり、              ③黒いところを切らない  ④そーっと開いて・・・ 

点線のぶぶんを角にあてる。          ように型紙にそって切る。 かんせい！！ 

 

 

 

 

型紙のはじを 

テープでとめる。 



☆使い方☆赤い線にそって四角く切りとってから、ななめの点線で切り、型紙にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆紋ができたら・・・ 

 画用紙にはってランチョンマットに使ったり、紙コップやコースターに 

 はったりして、いろいろなかざりに使ってみよう！ 

 

☆残ったおりがみで・・・ 

 切りとったあと残った部分は、捨てずに何かに使ってみよう！ 

 自分の好きな形に切ってもいいね。 

糸輪三割の三ッ石
いとわみつわりのみついし

 結び亀甲
むすびきっこう

 六方亀甲形
ろっぽうきっこうがた

 春の雪
はるのゆき

 

三ッ結び木瓜
みつむすびもっこう

 三ッ葉南天
みつばなんてん

 三ッ割り蕨
みつわりわらび

 
☆もっとやってみたい！という人は、 

自分で紋を作ってみよう。好きなもようや 

字を使って、オリジナルの紋をつくろう！ 

◀例 

※デザインに

よっては、 

カッターが 

必要になる 

ことも 

あります。 


